
令和８（２０２６）年度 大会形式について  

 

１ 高校総体  

   ①個人戦  

     ・シングルス（関東出場３人）   規定通り（３位決定戦）  

     ・ダブルス  （関東出場１組）   規定通り  

※次大会のシード決めの参考として，シングルスベスト８以上・ダブルスベスト        

４で順位戦を実施する。 

 

   ②団体戦（関東出場２校）   規定通り（上位４校の決勝リーグ）  

     ・予選トーナメントは最大３面展開で実施（両校の合意による）  

 

２ インターハイ予選     

               

   ①個人戦  

     ・シングルス  

男子（インハイ出場２人） 規定通り（２位決定トーナメントを実施）  

女子（インハイ出場３人） ３位決定戦を実施  

     ・ダブルス  （インハイ出場１組）  規定通り  

※準決勝以降の試合は，すべて８ゲームズプロセット  

        ※ダブルスの８ゲームズプロセットの場合「ノーアド」  

 

   ②団体戦（インハイ出場１校）  

     ・規定通り  

     ・１日の日程で実施。１～２回戦は１～３面展開とし，準決勝以降は３面展開で    

実施する。  

 

３ 新人大会  

   ①個人戦  

     ・シングルス   規定通り  

     ・ダブルス    規定通り  

    ※予選（シングルス・ダブルス）に限り、セミアドバンテージ方式の採用  

    ※次大会のシード決めの参考として，シングルスベスト８以上・ダブルスベスト        

４で順位戦を実施する。  

 

   ②団体戦（関東選抜出場２校）  

     ・規定通り（上位４校の決勝リーグ）   ３面展開で実施  

     ・予選トーナメントは、最大５面展開で実施（両校の合意による）  

     ・部員数が７名に満たない場合は、４名以上で別途定める細則に則った不戦敗     

規定を条件に参加を認める。  

           

※注意事項  

  群馬県テニス協会の大会と日程が重複した場合は，規定に従ってどちらかの試合出場  

  を選択してもらうことになります。  

    （令和８年度群馬県高体連テニス大会諸規定  Ｐ．２ ダブルエントリーについて）  

 

                                                       令和８年 ３月５日  

                                                  群馬県高体連テニス専門部  


